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MUSES-C 搭載用蛍光 X線分光計の軌道上における較正

In-flight caribration of XRS onbord MUSES-C
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MUSES-C 搭載用蛍光 X 線分光計(XRS)は、X 線 CCD を使用することによって、かつて無い高エネルギー分解能
(160eV@5.9keV, －30 度以下)を達成した。XRS は太陽 X 線によって小惑星表面から励起される蛍光 X 線を大きな
有効面積（25cm^2）で観測する。そして、常時、太陽 X 線をモニタする標準試料との比較分析によって、小惑星
表面の主要元素（Mg,Al,Si,Fe,Ca,Ti,Na,S,・・・）の組成を明らかにできる。
小惑星表面の元素組成を精度良く定量分析するためには、入射 X 線に対する正確な CCD の応答（応答関数、検

出効率）を求めることが必要である。スペースでの X線 CCD は、Ｘ線天文衛星 ASCA や Chandra のように、宇宙放
射線によって経年変化し、地上実験とは異なる応答を示すことが予想される。そこで、XRS は強いＸ線を放出す
る X 線天体を観測して、地上実験で求めた応答関数を再評価し、較正を行なう予定である。観測予定の X 線天体
は超新星残骸（SNR）や宇宙背景 X線（CXB）である。
今回は、XRS によるカニ星雲とケプラーの超新星残骸、及び宇宙背景 X 線の観測を想定し、予想されるスペク

トルを求め、以下のように、軌道上での較正を考案した。
１．カニ星雲のような超新星残骸からはシンクロトロン放射によって連続 X 線が放出されている。特にカニ星

雲から放出されているＸ線は、（エネルギーのベキ乗）×（星間物質の吸収）と簡単に書ける。そこで、XRS で観
測する連続Ｘ線スペクトルからカニ星雲の X 線を再現し、地上で求めた応答を評価する。また、高エネルギーＸ
線は決まった割合で CCD を透過するので、その応答を正しく求め、空乏層厚を求める。
　２．ケプラーの新星のような若い超新星残骸は X 線輝線を放出している。XRS の分解能ならば、輝線スペク

トルのピーク位置が正確に求められる。そこで、ゲインや電荷転送非効率（CTI）を求め、エネルギー較正を行な
う。また、X線輝線の応答スペクトルより、各 X線輝線に対する応答関数を評価する。
３．CXB の多くはブラックホールの降着現象によって X 線を放出していると考えられている。CXB の軟 X 線領

域は、X 線天文衛星 ASCA や Chandra によって詳しく調べられていて、多くはクエーサー（QSO）起源と判明して
いる。硬 X線領域も活動銀河核（AGN）が起源と考えられている。スペクトルは二本の連続 X 線スペクトルの足し
合わせ（軟 X 線連続スペクトル＋硬 X 線連続スペクトル）で書ける。そこで、カニ星雲と同様、応答を評価し、
空乏層厚を求める。


